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wm的回前回、学校教育における被服製作の指導方法について検討してきたI.I)。すな

わち。体格だけでなく体型にも適合した原型製図をするために、補正量をiiirもって指

示することで仮縫い時の補正を不要にしようとする試みである。ここでは。これらの

一環として、常備されているシリアルプリンタに原型パターンを出力する方法につい

て報告する。鴫誹総 Rウェストとヒップのサイズが同じでも、断面形が真円に近いか

偏平かによってダーツ位置などが異なってくる。そこで、体型とサイズをメニュー画

面で選択し。補IE を自動的に取り込み、VRAMとは別の大きな2次元メモリー配列に

ピット操作で描画する。Iバイトで８個のi次元座標点と対応させる。Rメモリ配列を

任意に切り取り、プリンタあるいはVRAMヘバイト単位で逐次転送する。プリンタの場

合では。パーツごとに実寸で全体を描くことができる. R 2次元メモリー配列は生地

に対応させることができるため。型紙の配置方法についても学ぶことができる。この

ために。全体のパーツ配Sを縮小してVRAMに転送する。回緒a鱗CRTS面のハードコピ

ーの場合には不可能であったパーツのまるごと描画が。プリンタにビットイメージを

転送することで可能となった。また、高価でかさばり。使用法の指導が難点であるXY

プD 'Jタの代わりにプリンタを使用することで簡便化を実現した。今後の展望として

プログラムにショートパンツなどの選択メニューを加えれば男女共修の時代に対応で

きるものと考えられる。
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目的：第44会日本家政学会総会における一連の「乳幼児衣料の表示に関する諸問題と着衣実

態についての研究」の第2報で。出生順位による表示に対する認識度の差や、第３報で大き

めサイズの衣服着用が多いことなどが明らかにされた。本研究は。大きめの衣服着用におけ

る運動機能性やけ親の育児経験の差などを明らかにすることを目的とした。

方法：資料は、199）年の乳幼児衣料の質問紙調査被m構成学部会実施）のデータファイル

から7～24か月の男児383例。女児387例合計770例を抽出して。新たに因子分析・クロス

集計などの解析を行った。mm機能の発達段階に従い、7～9,10～12,13～18,19～24か月
の４月々群に区分し、さらに出生順位が第i子とそれ以外の子どもの場合に分類して解析を

行った。取り上げた服種はカーディガン、布帛のブラウス。ニットのシャツ。長ズボンの４

種類である。また。フィールドワークや事例実験により乳幼児の生活行勁での大きめの衣服
着用の適否をビデオ・単写真で観察した。

結果：①第１子の方が大きめサイズを購入する傾向がみられ、その差はl才前の早い時期に

顕著であった。大きめサイズを購入する比率はカーディガン＞布帛ブラウス＞ニットシャツ

＞長ズボンの順に高かった。②大きめを着せる時に手を加える比率は長ズボンが最も高く。

第１子では月令とともに上昇するが、その他の子どもでは歩行前の早い時期から高い比率を

示した。③大きめの着用による不都合を示す比率は長ズボン＞カーディガン＞布帛ブラウス

＞ニットシャツの順である。具体的な不都合点を自由記述から分類整理した結果、長ズボン

は丈が長いことの危険性を、カーディガンは動作への支障を、布帛ブラウスは袖の折り返し

が元に戻る支障を挙げる例が多数を占め、フィールド観察や事例実験によってもその様相が
確認された。
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